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平成 25 年４月 10 日 

各位 

会 社 名  はごろもフーズ株式会社 

代表者名  代表取締役社長 溝 口 康 博 

（コード番号 2831 東証第二部） 

問合せ先 取締役経営企画部長 鳥羽山宏史 

（ TE L． 05 4－ 35 4－ 50 0 0） 

 

 

業績予想の修正、特別損失の計上および 

繰延税金資産の取崩しに関するお知らせ 
 

 

平成 24 年 11 月 12 日に公表した業績予想を下記のとおり修正します。また、当社グループ

は平成 25 年３月期において、特別損失の計上ならびに繰延税金資産の取崩しを行うことを決

定しましたのでお知らせします。 

 

記 

１．連結業績予想数値の修正 

（１）平成 25 年３月期通期連結業績予想数値の修正 
（平成 24 年４月１日～平成 25 年３月 31 日） （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり当期 

純利益（円） 

前回発表予想（Ａ） 75,000 △700 0 △300 △15.93 

今回修正予想（Ｂ） 73,200 △1,740 △1,100 △2,630 △139.64 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,800 △1,040 △1,100 △2,330  

増減率（％） △2.4 － － －  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成 24 年３月期） 
76,624 △549 146 △68 △3.39 

 

（２）修正の理由 

前回の公表以降も、かつおなどの主原料価格は当社の想定以上に高値で推移しました。

また、為替相場が年末から急激に円安進行し、原料・製品の仕入価格は想定を上回る上

昇を余儀なくされました。 

このため当社は、売上原価の低減と販売費及び一般管理費の削減を継続的にすすめてま

いりましたが、主力のツナ製品を中心に販売奨励金を削減した影響や他社製品などの安

値販売攻勢から、当社製品の販売機会は大幅に減少し売上高は落ち込みました。 

結果として、営業利益・経常利益はいずれも前回予想を大幅に下回る見込みとなりまし

た。当期純利益につきましては、主に後述の特別損失と繰延税金資産の取崩しを織り込

んだ結果となっています。 

 

注）業績予想は発表日現在において入手可能な情報にもとづき作成されたものであり、実

際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 
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２．特別損失の計上 

当社ならびに連結子会社の株式会社マルアイは、「固定資産の減損に係る会計基準」にも

とづき、収益性が低下した製品群の固定資産について減損処理を行い、約７億 20 百万円の

減損損失を特別損失に計上します。 

 

３．繰延税金資産の取崩し 

当期および翌期以降の業績見通し等を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性を検討した結

果、約５億円を繰延税金資産の取崩しとして法人税等調整額に計上します。 

 

※ 当社グループは、上記の業績予想の下方修正にあたり、平成 26 年３月期における収益改

善策に着手しております。詳細につきましては、平成 25 年３月 13 日公表の「収益改善

策に関するお知らせ」をご参照願います。 

以上 


